
中国の文化Ⅸ 第８回

魏晋南北朝時代(下)

東アジアの世界宗教となった仏教



？

国
や
民
族
の
壁
を
越
え
て
、
人
々
に
普

遍
的
な
救
済
を
与
え
る
世
界
宗
教
は
、
伝

播
の
過
程
で
そ
の
姿
や
言
葉
を
変
え
て

い
っ
た
。

キ
リ
ス
ト
教
の
イ
エ
ス
の
姿
は
、
右
図

の
よ
う
に
金
髪
、
碧
眼
に
描
か
れ
る
こ
と

が
多
い
が
、
実
際
は
ど
の
よ
う
な
姿
を
し

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
？



イエス生誕の地(現イスラエル)

英
Ｂ
Ｂ
Ｃ
放
送
は
、
二
〇
〇
一
年
、

「
神
の
子 S

o
n
 o

f G
o
d

」
と
い
う
番
組
の

中
で
法
医
学
の
技
術
を
使
い
、
イ
エ
ス
と

同
時
代
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
遺
骨
か
ら
そ
の
生

前
の
姿
を
再
現
し
た
。
当
時
の
ユ
ダ
ヤ
人

は
ど
の
よ
う
な
姿
を
し
て
い
た
の
か
？

？



中
東
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
生
ん
だ
世
界
宗
教

イ
エ
ス
は
紀
元
前
七
年
な
い
し
前
四
年

に
ユ
ダ
ヤ
の
町
ベ
ツ
レ
ヘ
ム(

パ
レ
ス
チ
ナ)

で
生
ま
れ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宗
教
画
で
は
、
金
髪
碧

眼
に
描
か
れ
る
イ
エ
ス
だ
が
、
そ
の
出
身

は
ユ
ダ
ヤ
人
で
、
西
南
ア
ジ
ア
の
ア
ラ
ブ

人
と
同
じ
セ
ム
語
系
諸
族
に
属
し
て
い
た
。Galilean man, created by

forensic anthropologist Richard Neave



19世紀ロシアの画家クラムスコイ (Ivan Kramskoy)が描いた「砂漠のキリスト」(1872)



こ
れ
は
イ
タ
リ
ア
の
画
家
カ
ラ
バ
ッ

ジ
ョ
が
ロ
ー
マ
時
代
の
学
者
ヒ
エ
ロ
ニ
ム

ス(

三
四
七
？
～
四
二
〇)

を
描
い
た
も
の
で

あ
る
。

ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
キ

リ
ス
ト
教
の
研
究
に
大
き
な
業
績
を
残
し

た
が
、
こ
の
絵
の
中
で
彼
は
何
を
し
て
い

る
の
か
？

？

Hieronymus ( Michelangelo Merisi da Caravaggio, 1605-1606)



聖
書
の
正
確
な
翻
訳
の
た
め
に

ロ
ー
マ
帝
国
で
は
キ
リ
ス
ト
教
は
長
く

異
国
の
邪
宗
と
し
て
弾
圧
さ
れ
て
い
た
が
、

四
世
紀
初
め
こ
れ
を
承
認
し
、
四
世
紀
末

に
は
国
教
化
し
た
。

と
こ
ろ
が
聖
書
は
も
と
も
と
ヘ
ブ
ラ
イ

語
や
ギ
リ
シ
ア
語
で
書
か
れ
て
い
た
た
め
、

そ
の
正
確
な
翻
訳
が
必
要
と
な
っ
た
。

ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
は
イ
エ
ス
降
誕
の
地
ベ

ツ
レ
ヘ
ム
に
渡
り
、
こ
れ
ら
の
言
語
を
学

ん
で
聖
書
の
翻
訳
を
行
っ
た
。

Hieronymus ( Michelangelo Merisi da Caravaggio, 1605-1606)



ジャパンナレッジ『日本大百科全書』より



こ
れ
は
イ
タ
リ
ア
の
彫
刻
家
ミ
ケ
ラ
ン

ジ
ェ
ロ
が
作
っ
た
モ
ー
セ
像
で
あ
る
。

モ
ー
セ
は
前
十
三
世
紀
ご
ろ
の
イ
ス
ラ

エ
ル
民
族
の
指
導
者
で
あ
り
、
神
と
の
契

約
に
よ
り
「
十
戒
」
を
授
か
っ
た
こ
と
で

知
ら
れ
る
人
物
だ
が
、
な
ぜ
頭
に
角
が
生

え
て
い
る
の
か
？

Michelangelo's statue of Moses (c. 1513–15)
in the Church of San Pietro in Rome

？



誤
訳
が
生
ん
だ
モ
ー
セ
の
角

前
述
の
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
が
ラ
テ
ン
語
に

翻
訳
し
た
聖
書
は
ウ
ル
ガ
ー
タ(V

u
lg

ata
)

と
呼
ば
れ
、
後
年
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の

公
認
訳
書
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
中
に
誤
訳(

ヘ
ブ
ラ
イ
語

の
「
輝
く
」
を
「
角
」
と
訳
し
た)

が
あ
っ

た
た
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
の
モ
ー
セ
像
は

頭
に
角
を
生
や
す
こ
と
に
な
っ
た
。

Michelangelo's statue of Moses (c. 1513–15)
in the Church of San Pietro in Rome



東
ア
ジ
ア
の
世
界
宗
教
と
な
っ
た
仏
教

ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
が
ヘ
ブ
ラ
イ
語
や
ギ
リ

シ
ア
語
で
書
か
れ
た
聖
書
の
原
典
を
ラ
テ

ン
語
に
翻
訳
し
て
い
た
こ
ろ
、
中
国
で
は

西
域
僧
の
鳩
摩
羅
什(

ク
マ
ー
ラ
ジ
ー
ヴ
ァ
、

三
四
四
～
四
一
三)

が
北
朝
の
後
秦
の
都
・

長
安
に
招
か
れ
、
仏
教
経
典
の
翻
訳
に
当

た
っ
て
い
た
。

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
書
か
れ
た
仏
教

経
典
が
、
東
ア
ジ
ア
の
共
通
語
で
あ
る
漢

語
に
翻
訳
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
南
北
朝

か
ら
隋
、
唐
時
代
に
か
け
て
、
仏
教
は
東

ア
ジ
ア
の
世
界
宗
教
へ
と
発
展
し
て
い
く
。

で
は
、
な
ぜ
こ
の
時
代
に
仏
教
経
典
が

盛
ん
に
翻
訳
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。



講義内容

第四節 東アジアの世界宗教となった仏教

 ～民族間の葛藤から共生へ



第四節 “対抗文化”としての仏教



四
世
紀
以
降
、
世
界
は
新
た
な
民
族
抗

争
の
時
代
を
迎
え
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
ゲ
ル
マ
ン
民
族
が

西
ロ
ー
マ
帝
国
を
滅
ぼ
し
、
フ
ラ
ン
ク
王

国
を
中
心
と
す
る
諸
王
国
を
建
国
す
る
。

中
国
で
は
鮮
卑
族
な
ど
の
周
辺
民
族
が
、

中
原
の
漢
民
族
支
配
層
を
江
南
へ
と
駆
逐

し
、
北
朝
の
諸
王
朝
を
建
国
す
る
。

新
た
な
支
配
者
と
な
っ
た
彼
ら
は
、
言

語
も
習
俗
も
異
な
る
諸
民
族
を
統
合
し
、

共
生
を
図
る
た
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
キ

リ
ス
ト
教
、
東
ア
ジ
ア
で
は
仏
教
を
新
た

な
世
界
宗
教
と
し
て
普
及
さ
せ
て
い
っ
た
。
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民族抗争の時代



漢民族の華夷思想による外来宗教＝仏教の排斥
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後漢の明帝、西域から仏典と法師を請来(67年)



1600BC
1500BC
1400BC
1300BC
1200BC
1100BC
1000BC
900BC
800BC
700BC
600BC
500BC
400BC
300BC
200BC
100BC

0
100
200
300
400
500
600
700
800
900

1000
1100
1200
1300
1400
1500
1600
1700
1800
1900
2000

殷 1600BC頃-1046BC

周 1046BC-771BC

春秋戦国時代 770BC-221BC

秦 221BC-207BC

漢 206BC-220AD

魏 220-265 蜀 221-263 呉 222-280
晋 265-316

五胡十六国時代 東晋 317-420

北朝 439-589 南朝 420-589

隋 581-619

唐 618-907

五代十国 907-960

遼 北宋 960-1127

金 1115-1234 南宋 1127-1279
元 1271-1368

明 1368-1644

清 1616-1912

中華民国 1912-1949
中華人民共和国 1949-

北朝＝異民族王朝による仏教導入

後漢の明帝、西域から仏典と法師を請来(67年)

後趙、亀茲国の僧・仏図澄を国師とする



亀茲国 後趙が亀茲国の僧・仏図澄を洛陽に招く(4世紀初)
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亀茲国 後秦が亀茲国の鳩摩羅什を長安に招く(401年)



石
窟
か
ら
見
た
仏
教
の
東
伝

で
は
、
イ
ン
ド
に
興
っ
た
仏
教
は
、
ど

の
よ
う
に
東
ア
ジ
ア
へ
と
伝
わ
っ
て
い
っ

た
の
か
。

ア
ジ
ア
各
地
に
残
る
仏
教
石
窟
か
ら
、

仏
教
東
伝
の
軌
跡
を
跡
付
け
て
み
よ
う
。



アジャンタ石窟



アジャンター石窟(インド、マハラーシュートラ州北部、紀元前1世紀以降)



アジャンタ石窟

バーミヤーン石窟

？

西
ア
ジ
ア
の
仏
教
遺
跡
で
知
ら
れ
る

バ
ー
ミ
ヤ
ー
ン
は
、
ど
の
国
に
あ
る
か
？



バーミヤーン石窟（アフガニスタン）



五胡十六国
316～439

東晋
318～420

宋 420～479
北魏

439～534 斉 479～502

梁 502～557西魏

北周

東魏

北斉

陳 557～589
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敦煌石窟の造営開始(366年頃)

漢文化への対抗と諸民族の統合・共生のための仏教



南朝

（東晋）

北朝
（五胡十六国）

敦煌石窟の造営開始(366年頃)

アジャンタ石窟

バーミヤーン石窟



資料映像：ＮＨＫスペシャル「故宮」より



南朝

北朝

漢
民
族
の
支
配
層
が
江
南
に
逃
れ
、
異

民
族
に
支
配
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
後
も
、

北
朝
に
は
漢
民
族
の
人
々
が
暮
ら
し
て
い

た
。彼

ら
は
外
来
の
宗
教
で
あ
る
仏
教
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
？

？



五胡十六国
316～439

東晋
318～420

宋 420～479
北魏
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敦煌石窟の造営開始(366年頃)

北魏で漢人勢力の策略による仏教弾圧(446年)

漢文化への対抗と諸民族の統合・共生のための仏教



民
族
間
の
葛
藤

南
北
朝
時
代
、
長
江
を
渡
っ
て
南
朝
を

築
い
た
の
は
晋
の
一
部
の
王
族
と
貴
族
に

過
ぎ
ず
、
大
多
数
の
漢
民
族
は
北
朝
の
異

民
族
支
配
下
に
暮
ら
し
て
い
た
。

そ
う
し
た
漢
民
族
の
中
に
は
、
北
魏
の

宰
相
と
な
っ
た
崔
浩
の
よ
う
に
、
外
来
の

宗
教
で
あ
る
仏
教
に
反
対
し
、
そ
の
廃
絶

を
画
策
す
る
者
も
現
れ
た(

「
三
武
一
宗
の

法
難
」
の
最
初
と
な
っ
た
太
武
帝
の
廃
仏)



資料映像：ＮＨＫスペシャル「故宮」より
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敦煌石窟の造営開始(366年頃)

北魏が国家事業として雲崗石窟造営(460頃)

北魏で漢人勢力の策略による仏教弾圧(446年)

漢文化への対抗と諸民族の統合・共生のための仏教



南朝

（宋）

北朝

（北魏）

敦煌石窟の造営開始(366年頃)

アジャンタ石窟

バーミヤーン石窟 雲崗石窟の造営開始(460年頃)



資料映像：ＮＨＫスペシャル「故宮」より



民
族
間
の
共
生

北
魏
の
孝
文
帝
は
、
民
族
間
の
共
生
を

図
る
た
め
、
仏
教
の
さ
ら
な
る
普
及
を
図

る
一
方
、
西
北
の
平
城(

大
同)

か
ら
中
華
文

明
の
中
心
で
あ
る
中
原
の
洛
陽
に
都
を
移

し
た
。

さ
ら
に
鮮
卑
語
の
使
用
や
民
族
衣
装
の

着
用
を
禁
じ
、
姓
を
漢
族
風
に
改
め(

帝
室

拓
跋
氏
は
元
氏
へ
）
、
漢
族
と
の
通
婚
を

奨
励
す
る
な
ど
、
一
連
の
民
族
融
和
策
を

推
進
し
た
。
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敦煌石窟の造営開始(366年頃)

北魏が国家事業として雲崗石窟造営(460頃)

北魏で漢人勢力の策略による仏教弾圧(446年)

北魏が洛陽に遷都し、竜門石窟造営(493年頃)

漢文化への対抗と諸民族の統合・共生のための仏教



南朝

（斉）

北朝

（北魏）

敦煌石窟の造営開始(366年頃)

アジャンタ石窟

バーミヤーン石窟 雲崗石窟の造営開始(460年頃)

竜門石窟の造営開始(493年頃)



資料映像：ＮＨＫスペシャル「故宮」より



北
魏
の
民
族
融
和
策
の
一 

民
族
語
の
廃
止

「
い
ま
鮮
卑
語
を
廃
止
し
、
す
べ
て
漢
語

に
改
め
た
い
。
三
十
歳
以
上
の
者
は
す
で

に
旧
来
の
習
慣
が
長
い
た
め
す
ぐ
に
改
め

ず
と
も
よ
い
が
、
三
十
歳
以
下
で
い
ま
朝

廷
に
い
る
者
は
旧
来
の
言
葉(

鮮
卑
語)

を
使

用
せ
ぬ
こ
と
。
あ
え
て
使
用
し
た
場
合
は
、

爵
位
を
下
げ
、
官
職
を
罷
免
す
る
。
」

(

北
斉)

魏
収
『
魏
書
』
巻
二
十
一
上
咸
陽
王
禧
伝



第五節 儒教と仏教



南朝

北朝

仏
教
は
や
が
て
漢
民
族
に
も
広
く
受
け

入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
儒
教
に
は

解
決
で
き
な
い
問
題
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
と
い
う
。
そ
の
問
題
と
は
何
か
？

①
救
済
の
対
象
を
一
部
の
特
権
階
級
に
限

る
封
建
的
思
想

②
死
後
の
審
判
に
よ
る
心
の
救
済

？



心
の
救
済
と
し
て
の
宗
教

秩
序
あ
る
平
和
な
世
界
を
築
く
た
め
、

儒
教
は
人
々
に
正
し
く
生
き
る
こ
と
を
求

め
た
。

し
か
し
、
正
し
く
生
き
た
人
間
が
、
必

ず
し
も
幸
福
に
な
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

善
人
に
も
悪
人
に
も
等
し
く
訪
れ
る
死
。

そ
の
死
後
、
人
は
ど
う
な
る
の
か
。
宗
教

で
は
な
い
儒
教
は
、
そ
れ
に
答
え
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。

後
漢
末
か
ら
魏
晋
南
北
朝
時
代
へ
と
続

く
戦
乱
の
中
で
、
人
々
は
宗
教
で
あ
る
仏

教
に
心
の
救
済
を
求
め
た
の
で
あ
る
。



儒
教
の
死
生
観

(
孔
子
の
弟
子
の)

子
路
が
鬼
神(

死
者
の

霊)

に
は
ど
う
仕
え
る
べ
き
か
と
た
ず
ね
た
。

孔
子
は
答
え
て
い
っ
た
。

「
ま
だ
生
き
て
い
る
人
に
ど
う
仕
え
る
べ

き
か
も
わ
か
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
鬼
神

へ
の
仕
え
方
な
ど
わ
か
ろ
う
か
」

子
路
は
さ
ら
に
死
に
つ
い
て
た
ず
ね
た
。

孔
子
は
答
え
て
い
っ
た
。

「
ま
だ
ど
う
生
き
れ
ば
よ
い
か
も
わ
か
な

い
の
に
、
ど
う
し
て
死
の
こ
と
な
ど
わ
か

ろ
う
か
」

論語註疏解経巻十一（早稲田大学図書館所蔵）



天
道
は
是
か
非
か
？

〔
解
説
〕

善
行
を
続
け
な
が
ら
も
不
幸
な
死
を
遂

げ
た
者
も
い
る
。
悪
行
の
限
り
を
尽
く
し

な
が
ら
も
天
寿
を
全
う
し
た
者
も
い
る
。

歴
史
の
著
述
を
通
じ
て
、
人
間
世
界
の

不
条
理
に
疑
問
を
懐
い
た
司
馬
遷
は
、

『
史
記
』
の
中
で
こ
う
慨
嘆
し
て
い
る
。

「
天
道
は
是
か
非
か
？
」（

史
記
巻
六
一
伯
夷
列
伝
）

http://www.wenhuacn.com/article.asp?classid=116&articleid=7318


天
道
は
是
か
非
か
？

或
い
は
曰
く
「
天
道
に
親
無
し
。
常
に

善
人
と
与
に
す
」
と
。

伯
夷
・
叔
斉
の
ご
と
き
は
、
善
人
と
謂

う
べ
き
に
非
ず
や
。
仁
を
積
み
、
行
い
を

潔
く
す
る
こ
と
か
く
の
ご
と
き
に
し
て
餓

死
す
。

七
十
子
の
徒
、
仲
尼
、
独
り
顔
淵
を
薦

め
て
学
を
好
む
と
為
す
。
然
る
に
回
や
し

ば
し
ば
空
し
く
、
糟
糠
に
厭
き
ず
し
て
、

卒
に
早
夭
す
。
天
の
善
人
に
報
い
施
す
こ

と
、
そ
れ
何
ぞ
如
か
ん
や
。

司
馬
遷
『
史
記
』
巻
六
一
伯
夷
伝



天
道
は
是
か
非
か
？

あ
る
人
は
い
う
「(

こ
の
世
を
主
宰
す
る)

天
の
道
は
平
等
で
あ
り
、
い
つ
も
善
人
の

味
方
だ
」
と
。

な
ら
ば
伯
夷
・
叔
斉
は
、
善
人
で
は
な

か
っ
た
の
か
。
あ
れ
ほ
ど
仁
を
積
み
、
行

い
を
潔
く
し
た
の
に
餓
死
し
て
し
ま
っ
た
。

孔
子
が
七
十
人
い
た
弟
子
の
中
で
も
と

く
に
学
問
好
き
だ
と
称
え
た
の
が
顔
淵
で

あ
っ
た
。
彼
は
貧
し
く
、
ろ
く
な
食
事
も

と
れ
ず
に
夭
折
し
た
。
天
は
善
人
に
対
し

て
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
報
い
を
す
る
の
か
。

司
馬
遷
『
史
記
』
巻
六
一
伯
夷
伝



天
道
は
是
か
非
か
？

盜
跖(

と
う
せ
き)

は
日
に
不
辜
を
殺
し
、

人
の
肉
を
肝
に
し
、
暴
戻
恣
睢(

ぼ
う
れ
い

し
き)

、
党
を
聚
む
る
こ
と
数
千
人
、
天
下

に
横
行
す
る
も
、
竟
に
寿
を
以
て
終
る
。

是
れ
何
の
徳
に
遵(
し
た
が)

う
や
。

余
甚
だ
惑
へ
り
。
儻(
あ
る)

い
は
所
謂
天

道
是
か
、
非
か
。

司
馬
遷
『
史
記
』
巻
六
一
伯
夷
伝



天
道
は
是
か
非
か
？

盜
跖(

と
う
せ
き)

は
毎
日
の
よ
う
に
罪
な

き
人
を
殺
し
、
人
肉
を
喰
ら
い
、
乱
暴
の

限
り
を
尽
く
し
、
数
千
人
で
徒
党
を
組
ん

で
、
天
下
を
荒
ら
し
た
が
、
つ
い
に
天
寿

を
全
う
し
た
。
彼
に
ど
の
よ
う
な
徳
が

あ
っ
た
と
い
う
の
か
。

私
に
は
理
解
で
き
な
い
。
い
っ
た
い(

こ

の
世
を
主
宰
す
る)

天
の
道
と
は
、
本
当
に

正
し
い
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

司
馬
遷
『
史
記
』
巻
六
一
伯
夷
伝



心
の
救
済
と
し
て
の
宗
教

儒
教
が
答
え
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た

こ
う
し
た
疑
問
に
対
し
、
宗
教
で
あ
る
仏

教
は
、
キ
リ
ス
ト
教
と
同
じ
く
、
死
後
の

審
判
を
説
く
こ
と
で
、
正
し
く
生
き
よ
う

と
す
る
人
々
に
心
の
救
済
を
与
え
た
。



The Last Judgment, by Hans Memling 1473

心
の
救
済
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教

こ
の
絵
は
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
の
画
家
ハ

ン
ス
・
メ
ム
リ
ン
ク
が
描
い
た
「
最
後
の

審
判
」
で
あ
る
。

世
界
が
終
末
の
日
を
迎
え
た
と
き
、
イ

エ
ス
が
す
べ
て
の
死
者
を
復
活
さ
せ
、
最

後
の
審
判
を
行
う
。
大
天
使
ミ
カ
エ
ル
が

天
秤
を
使
っ
て
魂
の
重
さ
を
量
り
、
善
行

を
行
っ
た
者
は
天
国
へ
、
悪
行
を
重
ね
た

者
は
地
獄
へ
と
送
ら
れ
る
。



The Last Judgment, by Hans Memling 1473



The Last Judgment, by Hans Memling 1473



極楽地獄図（室町末～江戸初期、奈良県天理市長岳寺所蔵）

心
の
救
済
と
し
て
の
仏
教

こ
の
絵
は
、
室
町
時
代
の
末
か
ら
江
戸

時
代
の
初
め
に
描
か
れ
た
「
大
地
獄
図
」

で
あ
る
。

人
は
死
後
、
初
七
日
か
ら
七
七
日(
中
陰)

を
経
て
三
回
忌
に
至
る
ま
で
、
十
王
に
よ

る
計
十
回
の
裁
判
を
受
け
、
善
行
を
行
っ

た
者
は
極
楽
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
、
悪

行
を
重
ね
た
者
は
地
獄
の
責
め
苦
を
受
け

続
け
る
こ
と
に
な
る
。



極楽地獄図（室町末～江戸初期、奈良県天理市長岳寺所蔵）



極楽地獄図（室町末～江戸初期、奈良県天理市長岳寺所蔵）



浄玻璃鏡に映し出される生前の悪行



重要文化財（元）閻羅王図（『十王図』の一、奈良国立博物館蔵）



極楽地獄図（室町末～江戸初期、奈良県天理市長岳寺所蔵）



極楽地獄図（室町末～江戸初期、奈良県天理市長岳寺所蔵）初七日から七七日（中陰）を経て三回忌に至るまで十回の裁判を経て、死者の行き先が決定される



第六節 東アジアの世界宗教



こ
れ
は
東
ア
ジ
ア
に
造
ら
れ
た
仏
教
石

窟
の
一
つ
で
あ
る
。
ど
こ
の
国
の
石
窟

か
？

？
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播



新羅石窟庵を建立(751年)



韓国慶州に建立された仏教石窟「石窟庵」(CGによる再現映像)
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ま
と
め

◼

ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス(
三
四
七
頃
～
四
二
〇)

が

ヘ
ブ
ラ
イ
語
や
ギ
リ
シ
ア
語
で
書
か
れ
た

聖
書
の
原
典
を
ラ
テ
ン
語
に
翻
訳
し
て
い

た
こ
ろ
、
中
国
の
北
朝
で
は
西
域
僧
の
鳩

摩
羅
什(

ク
マ
ー
ラ
ジ
ー
ヴ
ァ
、
三
四
四
～

四
一
三)

が
後
秦
の
都
・
長
安
に
招
か
れ
、

仏
教
経
典
の
翻
訳
に
当
た
っ
て
い
た
。

◼

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
書
か
れ
た
仏
教
経

典
が
、
東
ア
ジ
ア
の
共
通
語
で
あ
る
漢
語

に
翻
訳
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
南
北
朝
か

ら
隋
、
唐
時
代
に
か
け
て
、
仏
教
は
東
ア

ジ
ア
の
世
界
宗
教
へ
と
発
展
し
て
い
く
。

◼

仏
教
は
四
世
紀
に
は
朝
鮮
半
島
の
高
句
麗

や
百
済
、
六
世
紀
に
は
新
羅
や
日
本
に
伝

わ
り
、
東
ア
ジ
ア
の
人
々
に
心
の
救
済
を

与
え
た
。
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